
 

 

 

 

～ 明日から夏休み ～

 ７月２０日（水）、７月に入ってからの新型コロナウイルスの更なる感染拡大や前日の大雨警報に終業式を迎

えることができるのかと心配をしておりましたが、当日は、多目的ホールに児童生徒全員が集まり、終業式を

行うことができました。 

 一学期は、遠足で長崎公園、立山公園に行けたこと、運動会は家族の応援の中、運動場で思う存分に競技が

できたこと、その他、去年まで十分にできなかった活動ができたことについて話をすると、「そうだよ できた

よ 楽しかったよ」と言わんばかりに子供たちは私の顔を見て頭を縦に振ってくれました。いろいろな活動

が、制限されている中、去年までより少し前進した活動になったことを共感でき、うれしい思いが溢れてつい

顔がほころんで目じりが下がってしまいました。 

 コロナ禍での夏休み、今年も気を付けることが多い中ではありますが、「笑顔で」「楽しく」「元気いっぱい

に」いろいろなことに挑戦してたくさんの思い出を作ってくださいと話しかけると 

子供たちは、夏休みを前に、うきうき、わくわくの思いが顔ににじみ出てうれしそうな笑顔でした。式では、

各学部の代表が一学期の思い出や頑張ったことを発表してくれました。 

一部抜粋して紹介します。 

 

【小学部代表】 附属小学校との交流で風船バレーやチーム対抗リレーをしました。 

        お手紙ももらってうれしかったです。 

       運動会、かけっこで２番だったけど、お父さんお母さんが応援してく 

       れた。ありがとうと思った。 

【中学部代表】  給食の号令かけをがんばりました。毎日「いただきます」と言うこと 

        ができました。 

                ズボンホックのはめ外しの練習をしました。一人でできるようになり 

        ました。 

【高等部代表】 運動会では大きな声で誓いの言葉を言えた。おうちの人に見てもらっ 

        てうれしかったです。 

        修学旅行で東京に行きました。友達と写真を撮ったり、ホテルで話を 

        したりして楽しかったです。ディズニーランド最高でした。二学期も 

        みんなと一緒に頑張ってたくさんの思い出をつくりたいです。 

 

 暑い日が続くと思いますが、からだに気を付けて遊びや勉強、お手伝いをたくさんやって夏休みを過ごし 

てください。コロナ感染対策の手洗いうがい消毒必要な場所でのマスクを心がけよう！！ 
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＜夏休みのお願い＞ 

 

な つのあつさに 負けないで（生活のリズムを守ろう） 

つ めたいものの 食べ過ぎ 飲みすぎに 気を付けて（健康な生活を心掛けよう） 

や さしいことばに 気をつけて（事故・事件から身を守ろう） 

す すんでしよう お手伝い（家族や身近な人の役に立とう） 

み たり、聞いたり、遊んだり、いろいろな体験をしよう（思い出を作ろう） 


